
年
金

税

福
祉

生
活
の

変
化
に
あ
わ
せ
て

国
民
年
金
の
届
出
を
…

人
生
の
節
目
と
な
る
成
人
や
就

職
、
結
婚
、
転
職
、
退
職
な
ど
で

は
、
国
民
年
金
の
加
入
の
仕
方
が

変
わ
り
ま
す
。
こ
ん
な
時
に
は
、

該
当
す
る
窓
口
で
、
忘
れ
ず
に
手

続
を
お
願
い
し
ま
す
。

２０
歳
に
な
っ
た
時

自
営
業
や
学
生
の
方
な
ど
は
、

必
ず
国
民
年
金
の
加
入
届
出
を
。

※
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入

者
は
除
き
ま
す
。

↓
町
民
課
年
金
係

会
社
な
ど
に
勤
め
は
じ
め
た
時

国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
喪
失

の
届
出
を
。
↓
町
民
課
年
金
係

扶
養
す
る
配
偶
者
が
い
る
方
は
、

第
３
号
被
保
険
者
の
届
出
を
。

↓
配
偶
者
の
勤
務
先

会
社
な
ど
を
辞
め
ら
れ
た
時

国
民
年
金
の
加
入
届
出
を
。

ま
た
、
扶
養
し
て
い
る
配
偶
者

が
い
る
方
は
、
配
偶
者
も
併
せ
て

加
入
届
出
を
。↓
町
民
課
年
金
係

配
偶
者
が
会
社
を
変
わ
っ
た
時

扶
養
し
て
い
る
配
偶
者
が
い
る

方
は
、
改
め
て
第
３
号
被
保
険
者

の
届
出
を
。↓

配
偶
者
の
勤
務
先

配
偶
者
の
扶
養
に
な
っ
た
時

結
婚
や
退
職
な
ど
で
、
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る

配
偶
者
の
扶
養
に
な
っ
た
方
は
、

第
３
号
被
保
険
者
の
届
出
を
。

↓
配
偶
者
の
勤
務
先

配
偶
者
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
時

第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号

被
保
険
者
へ
の
変
更
の
届
出
を
。

↓
町
民
課
年
金
係

※
第
３
号
被
保
険
者
の
死
亡
の
場

合
は
、
配
偶
者
の
勤
務
先
で
す
。

海
外
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
時

海
外
に
住
む
た
め
住
民
票
を
は

ず
す
と
、
国
民
年
金
の
加
入
は
任

意
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
加

入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
任
意
加

入
の
届
出
が
必
要
で
す
。

↓
町
民
課
年
金
係

※
帰
国
し
た
際
は
、
再
び
住
民
票

を
置
く
市
町
村
で
、
加
入
や
変

更
の
届
出
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

役
場
町
民
課
年
金
係
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５
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４
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０
６

国
民
健
康
保
険
税
２
割

軽
減
申
請
書
の
提
出
は

お
済
み
で
す
か

申
請
書
の
提
出
期
限
は

１０
月
３１
日
（
金
）
で
す
。

こ
の
２
割
軽
減
申
請
書
は
国
保

加
入
者
の
所
得
に
よ
り
、
該
当
世

帯
に
の
み
送
付
し
て
い
ま
す
。

２
割
軽
減
の
対
象
は
前
年
の
総

所
得
金
額
が
３３
万
円
＋
〔
被
保
険

者
数
（
世
帯
主
を
含
む
）
×
３５
万

円
〕
以
下
の
世
帯
で
、
５
割
、
７

割
軽
減
の
対
象
世
帯
を
除
い
た
世

帯
で
す
。

軽
減
さ
れ
る
の
は
、
国
保
税
の

均
等
割
額
と
平
等
割
額
に
つ
い
て

で
す
。

２
割
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は

申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

期
限
を
過
ぎ
る
と
軽
減
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
早
め
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

役
場
税
務
課
町
民
税
係
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９
８
５
―
４
１
１
０

朝
鮮
半
島
・
台
湾
出
身
の
旧
軍

人
軍
属
等
で
あ
っ
た
皆
さ
ん

及
び
そ
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

弔
慰
金
・
見
舞
金
等
が

支
給
さ
れ
ま
す

対

象

者
（
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
方
）

・
平
和
条
約
国
籍
離
脱
者
等

・
旧
軍
人
軍
属
等

支
給
条
件
（
一
時
金
）

弔
慰
金

２
６
０
万
円

○
昭
和
１２
年
７
月
７
日
以
後
の
公

務
傷
病
等
の
た
め
に
、
昭
和
１６

年
１２
月
８
日
以
後
平
成
１３
年
３

月
３１
日
ま
で
に
死
亡
さ
れ
た
対

象
者
の
遺
族

○
昭
和
１６
年
１２
月
８
日
以
後
平
成

１３
年
３
月
３１
日
ま
で
に
平
病
死

さ
れ
た
重
度
戦
傷
病
者
で
あ
る

対
象
者
の
遺
族

見
舞
金
等

４
０
０
万
円

○
昭
和
１２
年
７
月
７
日
以
後
の
公

務
傷
病
等
の
た
め
に
、
平
成
１３

年
４
月
１
日
に
お
い
て
重
度
の

障
害
の
状
態
に
あ
る
対
象
者

請
求
期
限

平
成
１６
年
３
月
３１
日
ま
で

相
談
窓
口

役
場
福
祉
課
社
会
福
祉
係

�
９
８
５
―
４
１
１
２

問
い
合
わ
せ

愛
媛
県
保
健
福
祉
部
高
齢
者

福
祉
課
援
護
恩
給
係

�
９
４
１
―
２
１
１
１

（
内
線
２
５
３
５
・
２
４
２
３
）

総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室

弔
慰
金
等
支
給
業
務
室

〒
１
０
５
―
０
０
０
１

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
１
‐
１８
‐
１

虎
ノ
門
第
１０
森
ビ
ル

�（
０
３
）３
５
３
９
―
７
８
３
０

敬
老
年
金
に
つ
い
て

平
成
１５
年
度
の
敬
老
年
金
に
つ

い
て
は
、
振
込
希
望
者
の
方
に
は
、

９
月
２６
日
（
金
）
に
指
定
さ
れ
た

口
座
に
振
り
込
み
ま
し
た
。
そ
れ

以
外
の
方
は
役
場
福
祉
課
の
窓
口

で
支
給
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
送

付
し
た
「
は
が
き
」
と
「
印
か
ん
」

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

�
９
８
５
�
４
１
１
３

Information
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